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（
他
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
措
置
の
実
施
に
関
す
る
要
求
等
）

第
五
十
五
条

主
務
大
臣
は
、
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
資
す
る
情
報
の
提
供

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

主
務
大
臣
は
、
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
を
図
る
た
め
に
実
施
し
得
る
他
の
法
律
の
規

定
に
基
づ
く
措
置
が
あ
り
、
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
を
図
る
た
め
、
当
該
措
置
が
速
や

か
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
措
置
の
実
施
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
大
臣
に

対
し
、
当
該
措
置
の
速
や
か
な
実
施
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

主
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
措
置
の
速
や
か
な
実
施
を
求
め
た
と
き
は
、
同
項
の
大
臣
に
対
し
、

当
該
措
置
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
地
域
協
議
会
）

第
五
十
六
条

地
域
に
お
い
て
技
能
実
習
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
国
の
機
関
は
、
当
該
機
関
及
び
地
方
公
共
団
体

の
機
関
そ
の
他
の
関
係
機
関
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
協
議
会
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
地
域
協
議
会
」
と
い
う
。）を

組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

地
域
協
議
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
機
構
そ
の
他
の
地
域
協
議
会
が
必
要
と
認
め
る
者
を
そ
の
構

成
員
と
し
て
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

地
域
協
議
会
は
、
そ
の
構
成
員
が
相
互
の
連
絡
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習

生
の
保
護
に
有
用
な
情
報
を
共
有
し
、
そ
の
構
成
員
の
連
携
の
緊
密
化
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
地
域
の
実
情
を
踏

ま
え
た
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
資
す
る
取
組
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
も
の
と
す
る
。

４

地
域
協
議
会
の
事
務
に
従
事
す
る
者
又
は
従
事
し
て
い
た
者
は
、
正
当
な
理
由
な
く
、
当
該
事
務
に
関
し
て
知
る

こ
と
が
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
、
又
は
盗
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

５

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
地
域
協
議
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
地
域
協
議
会
が
定
め

る
。

第
三
章

外
国
人
技
能
実
習
機
構

第
一
節

総
則

（
機
構
の
目
的
）

第
五
十
七
条

外
国
人
技
能
実
習
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。）は
、
外
国
人
の
技
能
等
の
修
得
等
に
関
し
、
技
能

実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
を
図
り
、
も
っ
て
人
材
育
成
を
通
じ
た
開
発
途
上
地
域
等
へ
の
技
能

等
の
移
転
に
よ
る
国
際
協
力
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
法
人
格
）

第
五
十
八
条

機
構
は
、
法
人
と
す
る
。

（
数
）

第
五
十
九
条

機
構
は
、
一
を
限
り
、
設
立
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
資
本
金
）

第
六
十
条

機
構
の
資
本
金
は
、
そ
の
設
立
に
際
し
、
政
府
及
び
政
府
以
外
の
者
が
出
資
す
る
額
の
合
計
額
と
す
る
。

２

機
構
は
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
そ
の
資
本
金
を
増
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
名
称
）

第
六
十
一
条

機
構
は
、
そ
の
名
称
中
に
外
国
人
技
能
実
習
機
構
と
い
う
文
字
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

機
構
で
な
い
者
は
、
そ
の
名
称
中
に
外
国
人
技
能
実
習
機
構
と
い
う
文
字
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
。

（
登
記
）

第
六
十
二
条

機
構
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
登
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
登
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、
登
記
の
後
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
も
っ
て
第
三
者
に

対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
の
準
用
）

第
六
十
三
条

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
四
条
及
び

第
七
十
八
条
の
規
定
は
、
機
構
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
節

設
立

（
発
起
人
）

第
六
十
四
条

機
構
を
設
立
す
る
に
は
、
技
能
実
習
に
関
し
て
専
門
的
な
知
識
と
経
験
を
有
す
る
者
三
人
以
上
が
発
起

人
に
な
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。

（
定
款
の
作
成
等
）

第
六
十
五
条

発
起
人
は
、
速
や
か
に
、
機
構
の
定
款
を
作
成
し
、
政
府
以
外
の
者
に
対
し
機
構
に
対
す
る
出
資
を
募

集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
定
款
に
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

目
的

二

名
称

三

事
務
所
の
所
在
地

四

資
本
金
及
び
出
資
に
関
す
る
事
項

五

役
員
に
関
す
る
事
項

六

評
議
員
会
に
関
す
る
事
項

七

業
務
及
び
そ
の
執
行
に
関
す
る
事
項

八

財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
事
項

九

定
款
の
変
更
に
関
す
る
事
項

十

公
告
の
方
法

（
設
立
の
認
可
等
）

第
六
十
六
条

発
起
人
は
、
前
条
第
一
項
の
募
集
が
終
わ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、定
款
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
て
、

設
立
の
認
可
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

主
務
大
臣
は
、
機
構
の
理
事
長
と
な
る
べ
き
者
及
び
監
事
と
な
る
べ
き
者
を
指
名
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
機
構
の
理
事
長
と
な
る
べ
き
者
及
び
監
事
と
な
る
べ
き
者
は
、
機
構
の
成
立
の

時
に
お
い
て
、
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
理
事
長
及
び
監
事
に
任
命
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

（
事
務
の
引
継
ぎ
）

第
六
十
七
条

発
起
人
は
、
前
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
事
務
を
同
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
指
名
さ
れ
た
機
構
の
理
事
長
と
な
る
べ
き
者
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
機
構
の
理
事
長
と
な
る
べ
き
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
事
務
の
引
継

ぎ
を
受
け
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
政
府
及
び
出
資
の
募
集
に
応
じ
た
政
府
以
外
の
者
に
対
し
、
出
資
金
の
払
込
み

を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
設
立
の
登
記
）

第
六
十
八
条

第
六
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
機
構
の
理
事
長
と
な
る
べ
き
者
は
、
前
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
出
資
金
の
払
込
み
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
設
立
の
登
記
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

機
構
は
、
設
立
の
登
記
を
す
る
こ
と
に
よ
り
成
立
す
る
。

第
三
節

役
員
等

（
役
員
）

第
六
十
九
条

機
構
に
、
役
員
と
し
て
理
事
長
一
人
、
理
事
三
人
以
内
及
び
監
事
二
人
以
内
を
置
く
。

（
役
員
の
職
務
及
び
権
限
）

第
七
十
条

理
事
長
は
、
機
構
を
代
表
し
、
そ
の
業
務
を
総
理
す
る
。

２

理
事
は
、
理
事
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
機
構
を
代
表
し
、
理
事
長
を
補
佐
し
て
機
構
の
業
務
を
掌
理
し
、

理
事
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
そ
の
職
務
を
代
理
し
、
理
事
長
が
欠
員
の
と
き
は
そ
の
職
務
を
行
う
。

３

監
事
は
、
機
構
の
業
務
を
監
査
す
る
。

４

監
事
は
、
監
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
理
事
長
又
は
主
務
大
臣
に
意
見
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
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